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現在うつ病は､ 社会情勢の複雑化と変化の中
で増加傾向にある１)２)｡ うつ病は寛解しても再
発の多い病気であり､ 精神的な苦痛だけでなく
社会生活機能の障害を引き起こす重要な要因と
考えられている１)３)｡ 在職中にうつ病を発症し､
長期休職した人のうち､ 現職に復帰できるのは
約50％という報告もあり､ うつ病は休職者が多
いばかりではなくしばしば復帰が成功せず､ 労
働者本人も周囲も不本意なまま､ 不完全就労を
続けている場合や､ 再度休職に入る例が少なく
ない４)５)｡ そのような状況の要因の１つとして､
うつ病者を職場に帰す医療者と受ける側の職場
の病状・具体的な職務内容や状況の認識のギャッ
プがあるといえる｡ うつ病者は､ そのギャップ
の間で板ばさみになりながら自分の症状・残遺
症状に向き合いつつ､ 自分なりの工夫・取り組
みを行い働かなくてはならない現状がある｡ 何
らかの大きなストレスが加わると容易に再燃す
る可能性があり､ 一旦復職可能とした患者が短
期間のうちに再度休職となる場合もある｡ これ
を再三繰り返すと､ 患者本人の不利益はもとよ
り､ 職場も対応に難渋するようになってしま
う６)｡ このような状況の改善のためにも､ 職場
のメンタルヘルス対策の重要性に加え､ うつ病
者本人の主体的な取り組みも重要になると考え
る｡ うつ病に関する先行研究は､ 身体疾患を持
つ患者のうつ状態に至る事例研究および調査票
を用いた量的研究が圧倒的で､ 抑うつ傾向の背
景や要因を探る探索的研究が多い｡ 当事者を対
象にした研究はほとんどなく､ うつ病者の主体
的取り組みを明らかにするために研究を行うこ
との必要性が示唆されるといえる｡
うつ病者の主体的取り組みを自己呈示という
視点から明らかにすることは､ 多元的・重層的
な場の中で､ 自分自身を保ちながらどのように
他者と関わるか､ またその関わり方における工
夫が明らかに出来ると考える｡ そのことで､ 今
まさに苦しむ､ うつ病者に希望をもたらすのみ
ならず､ 復職への援助を確立していく上で重要
になると考える｡
以上のことより､ うつ病者の職場での主体的
取り組みを自己呈示という視点から明らかにし
ていくことを目的に今回の研究を行った｡
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うつ病者の職場における主体的な取り組みを自己呈示という視点から明らかにすることを目的として､ 現在就業中の
うつ病者６名に半構成的インタビューを行い､ 質的・帰納的研究方法を用いて分析した｡ うつ病者の自己呈示には､
【自己を形づくるもの】【自己の在り様】【呈示の方法】という３つの局面が含まれていることが明らかになった｡ う
つ病者の自己呈示は【自己の在り様】に密接に関係しているもので【自己を形づくるもの】のどの部分をどのように示
すかによって【呈示の方法】を変化させる他者に対する自己表現行為であることが明らかになった｡ 更に､ 自分のもろ
さ・弱さと対峙し､ 乗り越え､ 心地良い表現を自ら獲得していく､ うつ病者の底力や強さも明らかになった｡ 自分自身
を保ちながら自己を心地よく表現することが社会復帰においては重要で､ その看護実践にあたって､ 自己呈示という視
点の有効性が示唆されたと考える｡
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１. 研究デザイン
対象者の具体的な行為内容､ その時の自己の
状態に焦点をあて､ 現象を包括的に捉えること
ができる帰納的・質的因子探索型研究方法を用
いた｡
２. 用語の定義
自 己 呈 示：自己呈示とは､ 他者に影響を及
ぼす自己表現行為であり､ 常に
他者を意識し､ 他者に特定の印
象を与えるために行われる｡
呈示の方法：自己呈示の具体的な方法｡
３. 対 象 者
対象者は､ うつ病あるいはうつ状態の診断が
ある現在就業中の方で､ 研究参加に同意の得ら
れた方とした｡
４. データ収集方法
研究についての説明を口頭と書面で行い､ 同
意を得た｡ インタビューの場所は対象者の希望
を優先した｡ 研究者が作成した半構成インタビュー
ガイドを用い､ うつ病者が職場でどのような呈
示の方法で他者に自己呈示を行っているかにつ
いて60分～90分程度で１回の面接を実施した｡
対象者ができるだけ具体的に､ 自由に語れるよ
うな項目になるように配慮した｡ データ収集期
間は､ プレテストを平成19年６月に実施し､ 本
調査実施は平成19年８月上旬から10月中旬であっ
た｡
５. 分析方法
研究者が作成した半構成インタビューガイド
を用いた面接法を行い､ 内容を逐語的に記録し
た｡ 対象者が語った内容から､ どのような呈示
の方法で自己呈示を行っているのか､ その際自
己の状態に関する部分を抽出し､ 類似したコー
ドを分類し､ カテゴリー化を行い､ コード・カ
テゴリーの特性を検討・分析した｡ 分析を進め
る過程で妥当性を確保するため､ 各分析段階で､
精神看護領域かつ質的研究の研究者のスーパー
バイズを受けながら進めた｡
６. 倫理的配慮
インタビューに際し事前に対象者に口頭と紙
面にて研究の目的・方法・自由意思による参加､
不参加や途中辞退による不利益を受けないこと､
匿名性の保証､ 守秘義務､ データの管理､ 結果
の公表などを説明した上で､ 研究協力の同意を
得､ 同意書を交わし､ 双方で保管した｡ 対象者
は､ 就業しているといえども､ まだ完治してい
るわけではないため病状の悪化を招くことがな
いように､ インタビュー内容や進行に細心の注
意を払った｡ また､ 終了後に雑談を行いながら
病状のゆれがないか確認を行った｡ 病状が悪化
するようなことがあれば､ 対象者と相談し､ イ
ンタビューを中止することとした｡ また､ 病状
のゆれが確認された場合は､ 対象者本人に同意
を得た上で､ 協力施設に状況を伝えその後のケ
アを実施していただけるようフォロー体制を事
前に整えておいた｡ 本研究は､ 高知女子大学看
護研究倫理審査委員会の承認､ 協力施設の倫理
審査委員会の承認を得て実施した｡
	 

１. 対象者の概要
Ａ県の１施設利用のうつ病者６名を対象とし
た｡ ６名の対象者は､ 男性２名・女性４名で年
齢は20代２名・50代４名であった｡ 就業状況は､
休職後元の職場へ復帰２名・退職後､ 他へ再就
職３名・退職後､ 同じ職場に再就職１名であっ
た｡ 疾患名 (自己申告) は､ うつ病が４名・躁
うつ病が１名・不安症とうつ病の併発が１名で
あった｡ ６名とも対人関係能力が重視される職
業に就業していた｡ また､ ６名ともデイケアに
通いグループでの認知行動療法や対人関係療法
を行う中で自身を振り返り言語化することを繰
り返し､ 現在は試行錯誤しながら再就労に成功
し仕事を続けている方々であった｡
２. うつ病者の職場における自己呈示
分析結果より､ 自己呈示には【自己を形づく
るもの】・【自己の在り様】・【呈示の方法】
の３つの局面が含まれていることが明らかになっ
た｡ そして､ 【自己を形づくるもの】・【自己
の在り様】・【呈示の方法】の３つの局面は､
それぞれが密接に関係しており､ 切り離せない
ものであることが明らかになった｡ ここでは､
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自己呈示の全体像について述べ､ 代表的なケー
スによってそれを説明する｡
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自己呈示には【自己を形づくるもの】・【自
己の在り様】・【呈示の方法】の３つの局面が
含まれていることが明らかになった (表１､ 図
１参照)｡
【自己を形づくるもの】とは､ 自己をつくり
あげている自己像である｡ 何があっても貫き通
したい自分の中でつくりあげたあるべき姿であ
る≪あるべき姿を追い求める自分≫と今の自分
に対する現実的な自分の捉えである≪今ある自
分≫の２つの大カテゴリーから構成されている｡
【自己の在り様】とは､ その時その時の自己
の状態である｡ バランスを保つことが難しくなっ
ている自己の状態である≪保てない≫､ 自分が
バラバラにならないように自分の中で新たなバ
ランスの取り方を獲得しようと悪戦苦闘してい
る自己の状態である≪もがく≫､ 自分がバラバ
ラにならにように自分自身の存在を認め守ろう
とする自己の状態である≪守る≫､ 様々な工夫
をしながらバランスをとり自己の安定を保って
いる状態である≪折り合う≫の４つの大カテゴ
リーから構成されている｡
【呈示の方法】とは､ 自己を形づくるものの
どの部分を示すか､ どんな風に示すかという示
し方である｡ 自分にとって無理をする状態であっ
ても特定の一部分だけしか他者に示さないよう
にすることである≪一点に固定し示す≫､ 他者
に自分をどのように示していいのか定められず
混乱しながら必要以上に自分をさらけ出してみ
たり逆に覆い隠してみたりすることである≪混
乱しながら示す≫､ 自分に負担のない心地良い
示し方を自分でコントロールしながら他者に示
すことである≪時と場合によって呈示の方法を
変化させ調整する≫の３つの大カテゴリーによっ
て構成されている｡
【自己を形づくるもの】・【自己の在り様】・
【呈示の方法】の３つの局面は､ それぞれが密
接に関係しており､ 切り離せないものである｡
例えば､ 【自己の在り様】が≪保てない≫時
は､ 【自己を形づくるもの】の≪あるべき姿を
追い求める自分≫と≪今ある自分≫という自己
像同士が解離・対極し､ 統制・一貫性を保つこ
とができなくなっている状態である｡ その時は､
【呈示の方法】の≪一点に固定し示す≫が用い
られていた｡ 自分にとって無理をする状態であっ
ても特定の一部分だけしか他者に示さないよう
にしている姿が語られていた｡
同様に【自己の在り様】の≪もがく≫・≪守
る≫時は､ 【自己を形づくるもの】がバラバラ
にならないように自分の中で新たなバランスの
取り方を獲得しようとしている自己の状態であ
る｡ その時の自己表現は【呈示の方法】の≪混
乱しながら示す≫であることが明らかになった｡
悪戦苦闘しながらも何とか人に現状を表現しよ
うとしている姿が語られていた｡ 逆に､ 【呈示
の方法】を変えることで【自己を形づくるも
の】の新しいバランスを獲得していった状態も
語られていた｡
【自己の在り様】が≪折り合う≫時は､ さま
ざまな工夫をしながら【自己を形づくるもの】
のバランスをとり､ 自己の安定を保っている状
態のことである｡ その時の【呈示の方法】は
≪時と場合によって呈示の方法を変化させ調整
する≫である｡ 自分が心地よく示せる状況を作
り上げ､ 人・場によって表現の仕方を変え状況
に合わせている姿が語られていた｡
以上のことより､ 自己呈示とは､ 【自己の在
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【局面】 ≪大カテゴリー≫
自己を形づく
るもの
あるべき姿を追い求める自分
今ある自分
自己の在り様
保てない
もがく
守る
折り合う
呈示の方法
一点に固定し示す
混乱しながら示す
時と場合によって呈示の方法を変化させ調整する
り様】に密接に関係しているもので､ 【自己を
形づくるもの】のどの部分をどのように示すか
によって【呈示の方法】を変化させる他者に対
する自己表現行為であるといえる｡ 物に例える
と舞台を照らすスポットライトのようなもので､
その光の当て方・照らす範囲・示す相手などを
巧みに調整しながら他者に示しているといえる｡

自己呈示の全体像について､ 代表ケースにあ
てはめて説明することとする｡
ケースＡは､ 発病以前の自分のあり方を振り
返り､ ｢自分の親の評価が全てみたいな所があっ
たので｣ と語っていた｡ ケースは【自己を形づ
くるもの】の≪あるべき姿を追い求める自分≫
を優位にして生活してきたことがうかがわれた｡
そして､ 発病時､ 【自己の在り様】が≪保てな
い≫とネーミングしたような体験をしたときの
状態を､ ｢全部なんか言われるままにやってき
た所があったので｡｣ ｢自分がしたいとか､ した
くないとかそういう気持ちよりも､ そっち (他
者の評価) が先だったですね｡ 先だったから､
自分に無理がいったんじゃないかと思います｡｣
と述べていた｡ この語りから､ ケースＡは､ 自
分の色を消してまで他者重視し､ それで自分自
身の安定が保てなくなったと捉えていることが
うかがわれるだろう｡
このような【自己の在り様】が≪保てない≫
状態の時には､ 自己【呈示の方法】は､ 他者の
意向に沿い続けている自分を示すために≪一点
に固定し示す≫という表現の仕方がとられてい
た｡ たとえば､ ｢嫌｣ とか ｢それはできない｣
など自分の感情や状況を伝えることをせずに納
得のいかないままに言いなりになってきたこと
が語られた｡ その状態を続けることで､ ｢もう
駄目だ､ 私はもう駄目だし｣ と自分自身が壊れ
ている感覚を抱いてしまっていたことを語った｡
発症後親に言われるまま通院を続けていたが､
10年程後に､ 自ら決心して休職・初入院を経験
した｡ 彼女にとって舞台といえる職場・家庭か
ら降り､ 自分を呈示することをやめたような状
態を､ 本研究では【呈示の方法】の≪混乱しな
がら示す≫の中に位置づけている｡ 一見消極的
な【呈示の方法】に感じられる｡ しかし､ 他者
を重視しすぎる自身の【自己を形づくるもの】
の特徴に気づき､ 他者からの影響を受けないよ
うに今まで無理して上ってきた舞台から降り､
自分にあててきたスポットライトを避け【自己
の在り様】を≪保てない≫から≪守る≫に変え
るための努力であるといえ､ ケースにとって必
要な行動として捉えられた｡ そして､ ケースＡ
は､ 入院・退院の経験を機に､ デイケアに通い
認知行動療法や対人関係療法の中で今までの自
分自身を振り返り､ 納得のできないまま他者に
言いなりになっていたことに気づいたと語った｡
そして､ 自分が ｢損をしないように｣､ 自分を
≪守る≫努力をしたことを語った｡
【自己の在り様】が､ 他者重視にしていた状
態から､ 自分の存在を認め始めると共に､ ケー
スＡの自己【呈示の方法】は､ ≪時と場合によっ
て呈示の方法を変化させ調整する≫方法へと変
化していた｡ たとえば､ 自分の周りの人間関係
の整理を行い､ 自分自身がいやすいと感じる場
を選び､ 自分を示すといった方法などがとられ
るようになった｡ ケースＡ は､ このときのこ
とを､ ｢本当に困った時に分かってくれるって
いう人は本当に少ないですので｡ ～中略～ そ
ういう人間関係というものをこの度ものすごく
整理し直しました｡ そしたら､ すごく楽ですね｡｣
と語っていた｡ このように【自己の在り様】が
変化し､ 自分にとって楽な自己【呈示の方法】
がとれるようになったケースＡは､ その後元の
職場に復帰することを自ら決断した｡
休職後は､ 対人関係を上手に築いていると感
じる人を ｢人間ウォッチング｣ し､ 対人関係の
技・バリエーションを自分の中に溜めていった｡
そのことで､ 他者の評価が全てではなく､ 自分
の基準というものができ始め､ 自分の基準で活
用する技を選択し､ 自分の【呈示の方法】に組
み込んだことを語った｡ この状況を､ ケースＡ
は､ ｢職場の人達は仕事上でのお付き合いって
いうのを心､ 自分で心するように努力していま
す｡｣ と語っていた｡ このような自分の基準を
もつことを､ 本研究では【自己の在り様】の≪
折り合う≫に位置づけた｡
更に､ 自分がもう働けないと思っていた状態
から､ 仕事ができるようになったことを喜び､
｢ここまででき出したら､ 残った分は大事に､
大事にしながら自分のしたい仕事をして､ 終わ
りたいなと思って｡｣ と､ 仕事を喜び､ 面白味
に変えている姿も語られていた｡ 仕事を遂行す
る役割という軸を自分の中に持つことで､ 仕事
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をスムーズに行うために自分が何をするべきか
ケースの中で明確になっていくのが感じ取られ
た｡ ケースの中での軸が明確になると【自己の
在り様】は≪折り合う≫ことができ､ 他者に振
り回されず､ 自分を見失わず主張することや自
分の基準で他者からの評価を受け流すことがで
きるようになっていた｡
自分の中に軸ができることで揺るぎない自分
でいることができ始めると､ 状況に自分を合わ
せるだけではなく､ 自分が仕事を行いやすいよ
うにするために仕事がスムーズにいくように戦
略的に動く自分をみせるようになってきたこと
を語っていた｡
このケースは､ 自己を押し殺し他者を重視す
ることで生じた､ 自分がばらばらになり､ 壊れ
ていくような体験を乗り越え､ 自分を守り､ 自
己を認められるようになったケースである｡ そ
の過程の中で､ 自己呈示の方法も変化していっ
た｡ 具体的には､ 無理をしても他人に認められ
るような自己のみを見せる方法をとっていたケー
スが､ 一旦自分を見つめるために無理をしてい
た場所から身を引き､ その時間の中で､ 自分が
楽でいられる自己呈示の方法を見出していく過
程であったと考えられる｡ その過程を経て､ 職
場に戻ったケースは､ 他者を人間ウォッチング
する中で自分なりの基準を構築し､ その基準を
獲得することで､ さらに戦略的な自己呈示の方
法を駆使していけるようになったことが語られ
ていた｡
 
１. うつ病者の自己呈示の特徴
今回の研究では､ 代表ケースとして示したも
のと同様に､ 多くのケースから､ 理想の自己像
にそぐわない､ できない自分を認められないと
き､ 示すことのできる自己像が理想の自分であ
ることに固定してしまい､ 助けを求めることが
できず１人でがむしゃらに働いたり､ 他者から
受け入れてもらいたいという思いが強く自分を
殺してまで他者の言う通りにしてきたことが語
られていた｡ また､ 発症を機に､ できない自分
や他者の評価とは関係ない自分を認めようとす
るが困難が生じていたこと､ その時には他者に
自分をどう示して良いのか分からず試行錯誤し
ていたことを語っていた｡ 試行錯誤の途中には､
今まで隠していた自分の認められなかった部分
を全面的に示し､ 他者の反応から認められない
ことを知り､ 今度はまた全て隠し､ ということ
を繰り返しながら徐々に自分にあった示し方を
獲得していっている姿も語られていた｡ そして､
できない部分を認めることができた時には､ 理
想の自己像に現実の自分を近づけるのではなく､
現実を現実として受け止めることができるよう
になり､ 無理をせず､ 状況に合わせた示し方が
できるようになったことを語っていた｡
高田は著書の中で､ 吉本の言葉を借りながら､
うつ病の予防やうつ病からの回復には 『自己を
自己として受け入れる』 ことが鍵になることを
述べている７)｡ 今回明らかになった上記のよう
なうつ病者の自己呈示の特徴は､ まさに､ うつ
病者が自己を自己として受け入れる過程ではな
いかと考えられた｡
もともと､ うつ病者は､ まわりから期待され､
あるいは要請された在るべき姿として､ いわば
外から与えられ､ 患者は当為的在り方でそのよ
うな理想に合わせようとして､ 努力する傾向を
有していると言われている８)｡ このことを大森
は､ ｢うつ病では役割同一性の肥大があり､ 自
己の存在を ｢役割｣ においている｡ いいかえれ
ば､ 本来の裸の自己の価値よりも､ 役割として
の自己が存在の多くの部分を占めている｣ と述
べている９)｡
今回の結果からも､ 【自己を形づくるもの】
の≪あるべき姿を追い求める自分≫が強くなる
あまり､ 自分自身でポジティブに自分を評価す
ることができなくなっているうつ病者の特徴が
明らかになったと考える｡ うつ病者は､ その特
徴から､ 評価者が他者であったり､ 自分自身で
評価したとしても､ 今ある自分を正当に評価で
きない状態に陥りやすいということが言える｡
また､ そのために､ うつ病者は､ 現実の自己
と向き合うとき､ 自分が壊れる苦しみ､ 自我崩
壊に匹敵する苦しみを体験すると考えられる｡
今回の研究においても､ 【自己の在り様】には､
自分自身がバラバラになって≪保てない≫恐怖
心が語られた｡ しかしながら､ 同時に､ うつ病
者は､ その苦悩の日々からの解放のために自分
のもろさ・弱さと向き合い≪もがく≫ことをし
たり､ あるいは他者に左右されないように≪守
る≫ことをし､ 自分自身と対峙し､ ≪折り合
う≫という姿が語られた｡ このような結果から
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は､ うつ病者のもつ力も見出されたのではない
かと考える｡
船津が述べるように自己表現の表現形式は固
定化してしまうのではなく､ 変容され､ 再構成
されるものである10)｡ 本研究においても､ うつ
病者の自己の変化に呼応するように､ うつ病者
は固定された【呈示の方法】から､ 豊富なバリ
エーションをもつ【呈示の方法】へと変容させ
ていることが見出された｡ この変化は､ うつ病
者の内的な成長を意味するといえる｡ そこには､
うつ病者が､ 苦しみを乗り越えることによって
得た､ 他者の目を意識しても揺らぐことのない
強さがあると考えられる｡
このような､ うつ病者の底力や強さを引き出
すために､ 看護師は､ うつ病者の鏡としての
｢他の人間｣ として､ 他者としての反応を意識
的に伝えていく必要があるだろう11)｡ 更に､ う
つ病者の傍で､ うつ病者の自己の状態を行動か
ら観察し､ その時々に応じた評価を伝えていく
必要性があると考える｡ そして､ 他者の反応・
評価からくる違和感や不快感を処理できずに揺
らいでいる時には､ サポート者としての関わり
が必要になると考えられる｡
２. 社会復帰に有効な自己表現方法としての自
己呈示
自己呈示は､ 【自己の在り様】と【呈示の方
法】が密接に関係しており【自己を形づくるも
の】のどの部分をどのように示すかによって
【呈示の方法】を変化させる他者に対する自己
表現行為であることが明らかになった｡ 自己を
脅かすことなく､ 無理せず自分を表現できる自
己表現方法が使われるようになるには､ 自己の
弱さを認め､ 自分のできることを見出すことが
できる自己の発達・成長が必要となると考えら
れることは前述したとおりである｡ うつ病者の
社会復帰を考えるとき､ 社会の中では､ 多元的・
重層的な営みが織り成される場で自己を脅かさ
ずに表現できることが必要となり､ その表現方
法として自己の成長とともに可能となる【呈示
の方法】が必要不可欠になると考えられる｡
精神科領域では､ 従来､ 一対一の関係に注目
し､ 適切な状況をつくり上げ､ ありのままの自
己を開示する自己表現方法の治療的意味が強調
される傾向が見られていたと考える｡ しかし､
一旦社会に出ると､ そこには適切な状況ばかり
あるわけではない｡ 特に職場という場は､ 多元
的・重層的な営みが織り成される場で､ その空
間において仲間や上司との日常的な相互行為は
複雑で､ 社員たちは様々に思いをめぐらしなが
ら働いている｡ うつ病者は､ そのような場で､
しばしば復職が成功せず不完全就労を続けたり､
復職に対する医療者と職場の認識のギャップの
間で板ばさみになりながら､ 自分の症状・残遺
症状に向き合いつつ自分なりの工夫・取り組み
を行いながら働かなくてはならない現状があ
る４)～６)｡ そのため､ さまざまな他者に向き合い
ながら､ 決して楽ではない状況の中で自分にとっ
て本当に心地良い自己表現方法をとっているか
という視点で､ 患者の自己表現方法を検討し､
それを援助する必要性が出てきていると言える
のではないだろうか｡ 自己を開示することだけ
に価値をおくのではなく､ 患者自身にとって心
地良い自己表現方法を認め､ それを援助してい
くという視点は､ 社会復帰を促進する昨今の精
神科領域の看護ケアに非常に必要なケアの視点
であると考える｡
 
本研究において､ ６名のうつ病者から得られ
たデータを､ 自己呈示という視点から分析した
結果うつ病者の自己呈示は､ 【自己を形づくる
もの】【自己の在り様】【呈示の方法】という
３つの局面が含まれていることが明らかになっ
た｡ 【自己を形づくるもの】は､ その時その時
の状況に応じて変化しながら存在している｡ そ
の変化の様相が【自己の在り様】の局面である
といえる｡ 【自己を形づくるもの】【自己の在
り様】のどの部分をどんな風に他者に示すかが
【呈示の方法】の局面であるといえる｡ 【自己
の在り様】の変化に応じて【呈示の方法】も同
時に変化している｡ 逆に【呈示の方法】を変化
させることで【自己の在り様】も変化してきて
いることも明らかになった｡ そして､ 復職にあ
たって､ 自己を心地よく表現することの重要性
についても今回の研究が示唆していることであ
ると考える｡
本研究は､ うつ病者を対象とした研究であり､
病状悪化を招かないようにすることなどの倫理
的配慮から､ 病状が安定し就労が成功している
方を対象とせざるを得なかった｡ そのため､ 今
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回得られたデータはうつ病の病状悪化の時期を
乗り越えた経験をしている方々からのみのもの
であった｡ 研究対象施設は１施設､ 対象者は６
名と非常に少数であったこと､ 年齢層も20代と
50代に限局しており､ データとして偏りがある
可能性が否めない｡ 今後さらに臨床看護実践や
研究に取り組む中で､ 看護師かつ研究者として
の力を育み､ 研究方法の工夫や対象者数を増や
し継続的に研究を行っていく必要があると考え
る｡
 
本研究に快くご協力くださいました対象者の
皆様､ ご指導賜りました諸先生方に心より感謝
致します｡ 本研究は､ 平成19年度高知女子大学
大学院看護学研究科に提出した修士論文を加筆
修正したものである｡
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